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a)丹2lTitomonasbilix n. g.， n.sp.の記載:YPF602株は一次植物と近年ハクロピアとして認識されるようになっ
たクリプト渓類やテロネマ類を含む生物群との中間的性質を併せ持つ新規原生生物であり新属新種
Palpitomonas bilixとして扱うのが妥当であるという結論を得た。
b) Tsukubamonas globosa n. g.， n.sp.の記載:TKB-055株は近年認識されるようになった Excavataの豆大サ
ブグループDiscobaの独立した新規系統であり新属新種 Tsukubamonasglobosαとして扱うのが妥当であると
いう結論を得た。













不明の 4株についてそれらの系統的位置を確定し 4新属 4新種として記載を行なった。また、環境配列のみ
で知られていたケルコゾア原生生物の系統の一つについて、その実態を明らかにすることにも成功した。本
研究で発見・記載された生物のいくつかは、真核生物の大進化やケルコゾアなどの真核生物の主要グループ
の進化を理解する上でカギとなりうる生物であり、真核生物全体の多様性や進化の理解に大きく貢献するも
のである。また、培養株の作成と維持が一般に圏難で、研究が遅れていた非光合成性原生生物において、詳
細な分類学的研究の結果8種もの新規生物を発克するとともに 2種について新たに系統的位置を確定したこ
とは、高く評価できる。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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